
◆事例に登場する高次脳機能障がい者の状況（データから）
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30～50歳代までが主な世代と
なっている。 

 

 

代までが主な世代と
 



（４）（支援につながるまでの）

 
（５）（支援開始時の）

 
（６）障がい者手帳等の所持（重複回答あり）

）（支援につながるまでの）

（支援開始時の）

障がい者手帳等の所持（重複回答あり）

）（支援につながるまでの）

（支援開始時の）居住状況

障がい者手帳等の所持（重複回答あり）

）（支援につながるまでの）受傷後の期間

居住状況 

障がい者手帳等の所持（重複回答あり）

医療機関では受傷後
その他の機関

受傷後の期間 

障がい者手帳等の所持（重複回答あり） 

医療機関では受傷後
その他の機関ではいずれの期間の相談がある。

手帳を所持していない方も
方が多数を占める。
 

医療機関では受傷後6ヶ月未満・6
はいずれの期間の相談がある。

手帳を所持していない方も
方が多数を占める。 

6ヶ月～1年未満が多く、
はいずれの期間の相談がある。 

手帳を所持していない方も 1割強いるが、手帳所持の

 

が多く、

割強いるが、手帳所持の

 

割強いるが、手帳所持の

 

 



 
（７）症状（重複回答あり）

 
（８）支援

 
（９）事例における支援後の状況

 

症状（重複回答あり）

支援開始前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり）

事例における支援後の状況

症状（重複回答あり） 

前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり）

事例における支援後の状況

 

前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり）

事例における支援後の状況 

支援前は、休職中の方が
立訓練事業所等）、
 

前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり）

支援前は、休職中の方が 4
立訓練事業所等）、就職活動となっている。

多いものから、注意障がい、記憶障がい、遂行機能障
がい、身体障がいの順になっている。
 

前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり）

4割を超え、次に
就職活動となっている。

多いものから、注意障がい、記憶障がい、遂行機能障
がい、身体障がいの順になっている。

前の障がい福祉サービス利用等の状況（重複回答あり） 

割を超え、次にその他（自
就職活動となっている。 

多いものから、注意障がい、記憶障がい、遂行機能障
がい、身体障がいの順になっている。 

 

多いものから、注意障がい、記憶障がい、遂行機能障

  

 


